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Ⅰ．はじめに 
１．研究の背景：日本の高齢化は、急速に進みそれに伴って介護を必要とする高齢者も増

加しつつある。人々にとって高齢者介護は避けることのできない社会的課題となってい

る。介護保険制度施行され介護支援が行われて 10 年が過ぎたが、高齢者介護は同居あ

るいは別居している家族に委ねられていることには変わりない。1)2)3)4)5)6)7)8)9) 10)11） 
２．先行研究：若者の高齢者介護に関する意識調査は、将来的な介護志向であり、現状で

自らが介護を担うことを想定した報告は少なかった。12）13）14）15）16）17）18） 

３．研究目的：女子大学生の高齢者介護に関する意識として、現状どのような関心を持ち、

どのような状況で主介護者を支える副介護者として手助けを担うことができるのかそ

の可能性を調査した。女子大学生が、高齢者介護を担う主介護者を支援することができ

るのかを検討することは、主介護者を支える高齢者介護の取り組みを推進すると考えた。 

Ⅱ．研究方法 
１．予備調査：本調査を始める前に、予備調査を実施した。 
２．本調査：１）調査対象：都内の１つの女子大学の心理カウンセリング学科の１年生 97 

名、２年生 93 名の 190 名のうち、養護教諭教職課程を専攻している１年生 71 名と２年 
生 69 名の合計 140 名を調査対象とした。２）調査方法：１年生と２年生のそれぞれの 
授業終了後、教室で自記式質問票での集合調査を実施した。３）調査時期：平成 22 年 
11 月に調査を実施した。４）調査内容：（1）基本属性と（2）高齢者介護に関する①高 
齢者介護の関心、②家族の高齢者介護の支援の関心、③近所の高齢者介護の支援の関心 
と④家族の高齢者介護の内容と可能性、⑤家族の高齢者介護の可能な支援時間数、⑤家 
族の高齢者介護を行いたいと思う理由、⑥家族の高齢者介護を難しいと思う理由を質問 
項目とした。５）分析方法：高齢者介護に関する調査項目の回答を点数化し、その分布 
をみた。女子大学生の基本属性と「高齢者介護の関心」、「家族の高齢者介護の支援の関 
心」、「近所の高齢者介護の支援の関心」とのそれぞれの関係をχ２検定で分析した。 

３．倫理的配慮：研究対象者への調査の概要を説明し、調査協力の同意書に署名をした対

象者のみに調査を実施した。東京家政大学の倫理委員会の審査で承認を得て実施した。 
Ⅲ．結果：調査協力を得られた女子大学生は、131 名で有効回収率 93.6％であった。「家 
族の高齢者介護を支援する関心」127 名（96.9%）、家族の高齢者介護を行う理由は「家族 
だから」111 名（84.7％）、家族の高齢者介護を難しいと思う理由は、「介護の知識・技術 
がない」99 名（75.6％）と最も多く、身体介護 8 項目は、「一人でできる」あるいは「家 
族と一緒なら手伝う」、生活援助 5 項目は、「一人でできる」可能性があった。「家族の高 
齢者介護の可能な支援時間数」は、１週間当たり平均 12.7 時間であった。女子大学生の属

性と高齢者介護に関する関心の関係では、「介護経験の有無」と「高齢者介護の関心」の間

で有意（χ2(3)＝15.011、ｐ＜.01）な関連が認められた。 
Ⅳ．考察：女子大学生は、家族の高齢者介護の支援の関心が高く、家族の高齢者の身体介

護と生活援助への可能性があり、家族であることを重要視されていたと考えられた。 
Ⅴ．結論：女子大学生は、家族の高齢者介護における主介護者を支援する副介護者として

の役割を担うことが期待できると示唆された。「介護経験の有無」と「高齢者介護の関心」

の間で有意な関連が認められたが、どのような介護経験が高齢者介護の関心を高めるのか

を検証することが課題となった。 
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